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普
及
促
進
す
る
会
も
組
織
さ
れ

て
い
て
、
公
共
施
設
に
配
置
す
る

運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
市
内
各
施
設
に
配
置
し
て
職

員
に
使
用
法
の
講
習
を
す
る
自
治

体
も
出
て
き
て
い
る
の
で
我
が
市

で
も
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
集
会
所

等
に
配
置
し
て
、
市
民
が
安
心
し

て
活
動
出
来
る
環
境
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

防
災
交
通
課
長　

公
共
施
設
へ

の
配
備
に
つ
い
て
機
能
の
検
証
と

条
件
整
備
等
も
含
め
検
討
、
研
究

し
て
人
命
救
助
に
役
立
て
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

篠
原
ひ
ろ
し
（
改
革　

）
２１

　

本
年
７
月
１
日
付
け
で
厚
生
労

働
省
が
自
動
体
外
式
除
細
動
器
を

一
般
の
人
（
非
医
療
従
事
者
）
が

使
用
し
て
も
医
師
法
違
反
に
問
わ

な
い
許
可
を
自
治
体
や
関
係
省
庁

に
通
知
し
た
。

　

こ
の
器
械
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
内
蔵
し
て
お
り
、
２
個
の
電
極

を
胸
に
配
置
し
て 
痙  
攣 
し
て
い
る

け
い 
れ
ん

心
臓
の
拍
動
を
自
動
的
に
読
み
取

り
、
解
析
し
て
正
常
な
拍
動
に
戻

す
た
め
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

る
指
示
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
数

分
間
が
救
命
率
を
左
右
す
る
と
言

わ
れ
出
来
る
だ
け
早
く
処
置
を
す

る
事
が
絶
対
条
件
で
す
か
ら
認
可

さ
れ
て
い
る
高
度
な
処
置
を
す
る

こ
と
が
大
事
と
思
う
。

漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

　

�
ロ
シ
ア
の
批
准
で
京
都
議
定

書
の
発
効
も
決
ま
り
、
温
暖
化
ガ

ス
削
減
は
国
際
公
約
と
な
っ
た
。

率
先
実
行
す
べ
き
小
金
井
市
役
所

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は　

年
以
降
横

９５

ば
い
状
態
。
三
鷹
市
で
は
民
間
事

業
者
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
で
施
設

改
善
を
行
う
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
導

入
し
、
省
エ
ネ
、
経
費
削
減
と
も

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
�
小
金
井

市
庁
舎
の
現
状
か
ら
２
０
１
２
年

ま
で
の
温
暖
化
ガ
ス
削
減
目
標
は
。

�
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
導
入
し
な
い

か
。
�
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
無
料
診
断
を
受
け
て
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
早
急
に
対
応
し
な
い
か
。

　

環
境
政
策
課
長　

�
約　

％
削

１４

減
す
る
必
要
が
あ
る
。
�
来
年
度

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

市
長　

�
私
か
ら
担
当
へ
は
検

討
を
指
示
し
て
い
る
が
、
担
当
が

忙
し
く
整
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　

環
境
部
長　

�
環
境
基
本
計
画

に
ど
う
織
り
込
む
か
今
年
中
に
考

え
る
。

　

�
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は
迷

惑
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
犯
罪
の

要
因
に
な
っ
て
い
る
。
閲
覧
制
限

を
条
例
化
し
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

法
改
正
を
求
め
て

い
る
。
現
行
法
内
で
の
対
策
を
研

究
し
、
個
人
情
報
保
護
に
努
め
る
。

■「
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
」

も
質
問
し
ま
し
た
。

　

�
図
書
館
は
、
人
件
費
に
概
ね

２
億
円
、
図
書
購
入
費
に
概
ね
３

千　

万
円
か
け
、
図
書
館
建
設
基

５００
金
の
積
立
て
は
０
円
で
あ
る
。
正

規
職
員
を
大
幅
に
減
ら
せ
ば
、
図

書
購
入
費
の
倍
増
、
基
金
１
億
円

の
積
立
て
が
可
能
に
な
る
。

　

教
育
部
次
長　

正
規
職
員
数
の

見
直
し
を
協
議
会
に
諮
問
し
て
い

る
。
こ
こ
で
応
え
な
け
れ
ば
図
書

館
の
存
在
意
義
が
な
く
な
る
。

■
他
に
、「
け
や
き
通
り
の
緑
化

を
進
め
よ
」「
不
審
火
や
自
殺
が
続

く
公
務
員
住
宅
跡
地
の
更
地
化
を

急
げ
」
の
２
点
を
質
問
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

市
役
所
が
率
先
実
行
を 救

命
率
向
上
に
自
動
体
外

式
除
細
動
器
の
普
及
を

市
民
の
期
待
に
応
え
る

図
書
館
づ
く
り
を

渡
辺
大
三
（
民
主
党
）

　

�　

月
に
、
愛
知
県
田
原
市
と

１１

滋
賀
県
愛
知
川
町
・
能
登
川
町
・

栗
東
市
の
図
書
館
を
視
察
し
た
。

作
家
の
訃
報
に
基
づ
く
特
設
コ
ー

ナ
ー
、
時
事
的
な
テ
ー
マ
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
、
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
の

貸
出
、
市
内
の
飲
食
店
情
報
や
各

国
大
使
館
情
報
の
提
供
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
ビ
デ
オ
の
収
集
な
ど
様
々
な
工

夫
が
あ
っ
た
。
本
市
の
取
組
は
。

　

図
書
館
長　

で
き
る
と
こ
ろ
を

参
考
に
、
い
い
図
書
館
に
し
た
い
。

　

�
図
書
館
本
館
は
駅
の
近
く
に

確
保
を
。
遅
れ
て
い
る
貫
井
北
町

地
域
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
含
む
）

の
一
刻
も
早
い
オ
ー
プ
ン
を
。

　

図
書
館
長　

本
館
は
老
朽
化
し
、

改
築
期
を
迎
え
て
い
る
。
貫
井
北

町
は
用
地
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

　

�
千
代
田
区
が
区
役
所
本
庁
舎

整
備
事
業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
行
っ

て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
施
設
を

建
設
し
、
完
成
直
後
に
公
共
に
所

有
権
を
移
転
し
、
維
持
管
理
及
び

運
営
を
民
間
事
業
者
が
行
う
と
い

う
方
式
で
、
支
払
い
は
完
成
し
て

か
ら
元
金
均
等
払
い
で
支
払
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
小
金
井
市
に

当
て
は
め
れ
ば
、
床
面
積
１
万
３

千
�
の
庁
舎
が　

億
円
弱
で
で
き

５０

る
計
算
に
な
る
。
小
金
井
市
で
も

ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
に
こ
の
よ
う
な
手

法
で
自
前
庁
舎
を
建
設
し
て
は
ど

う
か
。

　

総
務
部
長　

武
蔵
小
金
井
駅
南

口
再
開
発
に
合
わ
せ
て
第
２
地
区

へ
庁
舎
を
建
て
よ
う
と
い
う
考
え

な
の
で
、
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
へ
Ｐ
Ｆ

Ｉ
で
建
設
と
い
う
の
は
考
え
て
い

な
い
。

　

�
リ
ー
ス
庁
舎
の
賃
貸
期
限
は

あ
と
４
年
し
か
な
い
。
再
開
発
第

２
地
区
に
あ
と
４
年
で
庁
舎
を
建

て
る
の
は
不
可
能
で
、
こ
の
方
針

で
は
リ
ー
ス
庁
舎
の
期
限
を
際
限

な
く
延
ば
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
自
前
庁
舎
は
ジ
ャ
ノ

メ
跡
地
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
に

建
設
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
。

■
そ
の
他
に
、「
学
校
給
食
調
理

の
民
間
委
託
化
に
つ
い
て
」
を
質

問
し
ま
し
た
。

リ
ー
ス
庁
舎
永
続
化
に

反
対
す
る

小金井市役所第二庁舎

連雀通りと新小金井街道が交わる交差点

体育館等に自動体外式除細動器の普及を

的
に
処
理
し
た
。
集
会
施
設
に
つ

い
て
は
再
度
、
照
度
点
検
を
行
い
、

暗
い
部
分
に
つ
い
て
は
改
善
し
て

い
く
方
向
で
努
力
し
た
い
。

　

企
画
課
長　

�
市
役
所
に
出
向

け
な
い
距
離
で
は
な
い
の
で
、
設

置
の
考
え
は
な
い
。

　

計
画
課
長　

�
東
京
都
の
交
差

点
渋
滞
緩
和
の
追
加
事
業
に
、
小

金
井
市
か
ら
の
要
望
箇
所
と
し
て

入
れ
て
い
る
。
東
京
都
が
こ
の
箇

所
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
未
定
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
右
折
矢
印

信
号
機
に
つ
い
て
は
、
警
察
署
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

住
み
よ
い
街
に
し
て
い
く
た
め
に

地
域
要
求
実
現
を

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
車
椅
子
が
通
り
や
す
い
よ
う

に
、
歩
道
の
で
こ
ぼ
こ
や
段
差
の

解
消
、
放
置
自
転
車
な
ど
へ
の
調

査
点
検
、
改
善
を
行
う
べ
き
。
�

丸
山
台
集
会
所
を
は
じ
め
公
民
館
、

集
会
施
設
の
照
度
の
一
斉
点
検
を

行
い
、
不
十
分
な
箇
所
は
直
ち
に

手
を
打
つ
べ
き
。
�
市
役
所
出
張

所
を
前
原
一
、
二
丁
目
地
域
に
設

置
を
。
�
連
雀
通
り
と
新
小
金
井

街
道
が
交
わ
る
交
差
点
西
側
区
域

に
右
折
レ
ー
ン
を
。
及
び
東
京
都

が
着
手
す
る
ま
で
の
期
間
、
右
折

矢
印
信
号
機
の
設
置
を
。

　

道
路
管
理
課
長　

�
年
次
計
画

を
持
ち
な
が
ら
、
点
検
を
し
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

市
民
文
化
課
長　

�
会
館
ク
ラ

ス
は
大
規
模
修
繕
等
を
含
め
計
画

健
康
保
険
の
歳
出
抑
制
に
効
果
が

期
待
出
来
ま
す
。
小
金
井
市
に
は

　

歳
か
ら　

歳
の
国
保
対
象
者
が

５０

６９

１
万
千　

人
い
て
、
１
％　

人
が

３６１

１１３

１
年
間
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
し
た
と
し

た
ら
約
千　

万
円
削
減
さ
れ
る
計

５３８

算
に
な
り
ま
す
。よ
っ
て
、市
の
施

策
と
し
て
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
支
援

す
る
こ
と
は
歳
出
効
果
が
期
待
で

き
る
の
で
、
海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ

研
修
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
民
部
長　

新
し
い
提
案
で
乖

離
が
大
き
過
ぎ
て
深
く
検
証
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
提
案
と
言

う
こ
と
で
今
後
の
参
考
に
し
ま
す
。

海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
ヤ
ー
の

支
援
制
度
の
確
立
を

高
木
真
人
（
改
革　

）
２１

　

熟
年
世
代
の
間
で
海
外
に
数
か

月
か
ら
数
年
滞
在
す
る
「
ロ
ン
グ

ス
テ
イ
」
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。
１
９
８
６
年
の
シ
ル
バ
ー

コ
ロ
ン
ビ
ア
計
画
が
元
に
な
り
、

当
時
は
老
人
の
輸
出
か
と
の
非
難

を
受
け
頓
挫
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
で
は
退
職
者
ビ
ザ
を
発
給
す
る

国
が　

か
国
に
及
び
、
年
金
受
給

１５

者
で
あ
る
こ
と
や
一
定
以
上
の
資

産
を
持
っ
て
い
る
な
ど
の
条
件
を

ク
リ
ア
す
れ
ば
長
期
滞
在
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
期
滞

在
の
魅
力
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

物
価
の
安
さ
に
あ
り
ま
す
。
年
金

月
額　

万
円
で
優
雅
な
生
活
が
お

１５

く
れ
、
貯
蓄
を
取
り
崩
す
心
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
滞
在
者
が
増
え
る
と
国
民


